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所得
M↑

①の代替効果は
必ず成立

価格効果

割安 割高
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需要曲線の形状
が決まる

Pyと比べて
Pxが割安

割安 割高

右下がり

右上がり

代 ＜ 所

ギッフェン財 → 下級財
ならば 逆は成り立つとは限らない

（下級財でも通常財になる場合あり）



例題

ある合理的な消費者は、所得をすべて2財ｘとｙに支出するものとする。
今、ｘ財が下級財、ｙ財が上級財である場合、ｘ財の価格が下落し、
Y財の価格および所得が不変であるとすると、この消費者の2財の
需要量の変化はどのようになるか？ （国Ⅱ・平成5年度）

１．X財の需要量は代替効果により減少し、所得効果により増加する。
２．X財の需要量は代替効果により増加し、所得効果により増加する。
３．y財の需要量は代替効果により減少し、所得効果により減少する。
４．y財の需要量は代替効果により減少し、所得効果により増加する。
５．y財の需要量は代替効果により増加し、所得効果により増加する。

公務員試験「新スーパー過去問ゼミ５（ミクロ経済学）」2020年 実務教育出版より
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※ この問題で、y財の価格が低下した場合は？
（ｐｙ↓）

Pｙ↓

代替効果 ｘ ↓ （割高）

y ↑ （割安）

所得効果

M(所得↑）

ｘ ↓（下級財）

ｙ ↑ （上級財）

最終的には？

ｘ （ ）

ｙ （ ）
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よって・・・
y財の需要曲線は（ ）



ｘ
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単調性
これを
決定
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０ ｙ（余暇）

ｘ（消費財）

24

傾き：
3000/Pｘ

ｘ＝24×3000 －3000
Pｘ Ｐｘ

傾き

MUY
Muｘ

＝3000
Pｘ

ｘ
ｙ

＝ 3000
Px
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24
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E０→E１
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W
Pｘ

実
質
賃
金
率

ｗWが高くなり過ぎると、逆に
働かなくなる（L↓）

L↓


